
345 カリホルニアにて

       ※ゴルフの図
    昭和 2年（1927） 45,000 円

346 サクラメント州庁所見

       昭和 2年（1927）15,000 円

347 サンフランシスコにて

       昭和 2年（1927）  10,000 円

348 雨のノートルダム寺院

       昭和 3年（1928）  25,000 円

349 セーヌ河畔にて

     昭和 3年（1928） 15,000 円

350 加奈太インデアンの

    トウテムポール

    昭和 3年（1928）  10,000 円

351 セーヌの船生活

       昭和 3年（1928）  15,000 円

352 セーヌ河の釣人

       昭和 3年（1928）  15,000 円

353 アメリカインディアンの小供 
    昭和 3年（1928）  10,000 円

354 日本領事館屋上にて

    シカゴ市街

       昭和 3年（1928）15,000 円

355 インデヤンダンス

    グランドキャニヲンにて 
    昭和 3年（1928）10,000 円

356 ジュネーヴ湖畔

       昭和 4年（1929）15,000 円

山岸主計 木版 28.5 × 36cm

357 ヴェニスにて

       昭和 4年（1929）  15,000 円

358 イルバルグ（リオン）

       マージン薄いシミ 昭和 4 （1929）
                         15,000 円

359 独乙、ミュンヘンにて

       マージンシミ 昭和 4年（1929）
                      10,000 円

51

山岸主計 (YAMAGISHI,Kazue)



360 山本鼎  自筆画 風景

       板 油彩 サイン 額装 15.5 × 22.2cm 大正 2年（1913）               350,000 円

361 山本鼎 自筆画 風景

       板 油彩 サイン 額装 15.5 × 22.2cm 大正 3年（1914）              380,000 円
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山本鼎 (YAMAMOTO,Kanae)



362 山本鼎  自筆画 風景

       板 油彩 サイン 額装 15.5 × 22.2cm 大正 6年（1917）              280,000 円

363 輪花

       35.5 × 26cm 
             25,000 円

364 水中の鳥

       30.5 × 30cm
               25,000 円

365 鳥と花器

       42 × 29cm
          25,000 円

366 鳥と彼岸花

       31.5 × 30.5cm
              25,000 円

367 古代の鳥

       30.5 × 30cm
              25,000 円

脇田和 リトグラフ 限 50 サイン 昭和 49 年（1974） 

368 吉田博  カンチエンジヤンガ 朝

       木版 自摺 サイン 右端部 1ヵ所アタリ マージン
    2 ヵ所ピンホール 24.7 × 37.5cm 昭和 6年（1931）

                                        200,000 円
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や～わ (YA ～WA))



西班牙（スペイン） マジックゲート グラナダ

 24.5 × 17.5cm

369 吉田博 自筆画 キャンバス（木枠無） 油彩 4枚 各サイン 明治・大正期                          1,500,000 円

ライン河畔の古城跡（ドイツ） 24 × 16.5cm
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吉田博 (YOSHIDA,Hiroshi)



伊太利（イタリヤ） ルガノ町とルガノ湖  16.5 × 24cm

帰船所見（日本郵船河内丸甲板上） 16.5 × 24.5cm
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吉田博 (YOSHIDA,Hiroshi)

吉田博　Yoshida Hiroshi
明治 9年 <1876> －昭和 25 年 <1950>　福岡県出身
新版画を代表する版画家、洋画家。明治 23 年（1899）の初渡米から、欧米諸国を巡り、浮世絵をは
じめとする日本の伝統木版画に対する芸術的評価の高さを実感した吉田は、洋画の技法を取り入れ
た新しい木版画制作の意欲に溢れていました。そして、伝統木版画の復興と近代化を目指していた
渡邊庄三郎と出会い、大正 10 年（1921）、渡邊のもとで最初の本格的木版画「牧場の午後」をはじ
めとする 8 点の作品を発表し、版画家の道を歩み始めます。大正 12 年（1923）からの 3 度目となる
米欧歴訪より帰国した大正 14 年（1925）、欧米旅行で描いた油彩画をもとに、自身の工房で独自の
木版画制作を開始。その工房から、グランドキャニオンやマッターホルン、ヴェネチア、エジプト
などに取材した傑作が生み出され、以降日本各地の風景画や東南アジアを描いた作品が次々に制作
されました。



【展覧会のご案内】


